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 国立大学法人東北大学医療安全監査委員会規程第２条第１項に基づき、監査を実施しましたので、

以下のとおり報告します。 

 

 

１．監査の方法 

   国立大学法人東北大学医療安全監査委員会規程第２条第１項に基づき、東北大学病院における

医療安全に係る業務の状況について、以下のとおり管理者等からの説明の聴取を行うことによっ

て報告を求めることによって現状を確認することにより、監査を実施しました。 

  なお、新型コロナ感染対策のため、Zoomを使ったオンライン会議での開催となり巡視は行っ 

ていません。 

 

 

・日 時：令和３年３月４日（木）１３：００～１４：００ 

・場 所：ＷＥＢ会議  

・委員長：武田 和憲（社会保険診療報酬支払基金宮城支部医療顧問） 

・委 員：嶋森 好子（岩手医科大学看護学部長） 

・委 員：三輪 佳久（齊藤・笹村法律事務所弁護士） 

・委 員：原  忠篤（東北医科薬科大学病院病院長補佐（事務部部長）） 

 

 

２．監査の内容及び結果 

  ○東北大学病院の医療安全について 

   Ⅰ．医療安全管理に係る体制 

      以下の項目について説明があった。 

（１）医療放射線安全管理室の設置 

 

   Ⅱ．病院機能評価の受審 

     以下の項目について説明があった。 

（１）病院機能評価の概要 

（２）本院の病院機能評価に関する中間結果 

（３）医療安全関連の中間結果及び対応 

      （４）医療機器安全管理関連の中間結果 

 

   Ⅲ．医薬品安全管理室の業務 

      以下の項目について説明があった。 

（１）医薬品適正使用状況調査 

      （２）周術期休薬継続・中止一覧の改訂 

      （３）適用外使用医薬品の審査対象の変更 

 

   Ⅳ． 医療放射線安全管理室の業務 

      以下の項目について説明があった。 

      （１）医療法改正に伴う業務 

      （２）医療放射線の管理と記録（患者説明） 

      （３）医療放射線の管理と記録（職員研修） 

 

 

 



 

３．総括 

   

  医療安全に係る体制として、「医療放射線安全管理室」が昨年の4月より設置され、運用され 

ている旨の報告があり、医療放射線の安全管理のための指針が作成され、職員研修を実施すると 

ともに、医療被曝の線量管理が行われている。特に、確率的影響としての発がんリスクに対する 

十分な説明など放射線量の正当化と最適化が図られているものと考える。また、放射線オーダー 

発行時に撮影、検査に準じた説明資料を印刷することができる仕組みも優れていると考える。 

この度、受審された病院機能評価においてC評価となった４項目についての是正の取り組みが 

報告され、まず、高難度新規医療技術を用いた医療の説明と同意について、説明同意書のひなが

たを作成し、保険適応の有無、術者の経験症例数、リスクや手術時間等を文書にて説明する内容

が盛り込まれている。新規医療技術では予想しない有害事象も発生すると危惧されることから是

非、実施していただきたい。また、当該医療技術の定期的な評価が不足しており、この度、半年

ごとに評価を行うことになったと報告された。 

   病理結果の未読に関しては、月に１回確認し、未読レポートのある診療科にリマインド情報を 

送付することになったとの報告があった。病理結果の見落としは重大なインシデントに繋がるこ 

とから、ぜひ有効活用していただきたい。 

   口頭指示においては、投薬指示した薬剤名だけでなく、使用量の単位や投与経路、投与時間の 

記載も必須となり、復唱したこともチェックで確認することとされており、優れた取り組みであ 

り、今後、実施率についても検証をお願いしたい。 

   患者等の急変時対応として、METコールについて様々な周知活動をおこなうことが予定され 

ており、ぜひ、普及に努めていただきたい。 

   医療機器の安全管理に関しては、機能評価においても全てA評価を受けており、是正課題はな 

かった。 

   医薬品安全管理室では、医薬品の適正使用状況調査を実施しており、今回はエディロールカプ 

セルの有害事象である高カルシウム血症予防のための定期的な血清カルシウム値の測定を調査し、 

是正勧告を行っていると報告され、優れた取り組みと思われる。 

   今回、病院機能評価を受審されたことで、医療安全管理上の課題も見えてきたことと思われ、 

 是正対策を策定すると同時に実際に現場で実施されているかの検証も重要であり、現場での実施 

率等の評価基準の作成も検討いただきたい。今後とも医療安全に関する PDCA を回す取り組み

をお願いしたい。 

 

 

 

 

                       令和３年３月１７日 

                          国立大学法人東北大学医療安全監査委員会 

                            委員長  武田 和憲 

 


